第76回国民体育大会関東ブロック大会及び
第52回関東空手道選手権（リハーサル）大会
新型コロナウイルス感染症蔓延予防対策における体育館利用上の注意事項
1 全体に関わる注意事項
・(公財)全日本空手道連盟感染症拡大防止ガイドラインに基づき、本大会は無観客で行うものとする。
・大会関係者（選手・コーチ・監督・役員・審判・補助役員等）は入館時に体温チェックを受ける。
・開閉会式・全体での表彰式等は行わない。各種目が終了次第順次本部席前で監督に授与する。
・選手の体育館の入館・退館は2階入り口とする。
・競技中の選手以外は、全員マスク着用を原則とする。会場内でのソーシャルディスタンスを確保する。
・ゴミ袋を持参し、鼻水、唾液がついたごみやマスク等のゴミは必ず持ち帰る。
・大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会主催者に対し速やかに報告すること
・健康増進法により公園敷地内・体育館内には喫煙場所を設置していませんのでご理解・ご協力願います。
2 入館に関わる注意事項（入館者すべて対象）
・入館時に入館者は検温を受ける。「健康管理チェックシート」「連絡先等確認用紙」を提出する。
・入館時に発熱（３７．0度以上あるいは平熱より１度以上高い）があった選手は入館出来ないため、
棄権とする。
3 選手に関わる注意事項
・選手の荷物は観覧席内に間隔をとって置くこと。
・形・組手競技ともに、マイ帯の使用を原則とする。

＜練習会場＞
・練習会場は、サブアリーナとするが練習時間・入館対象者は、大会進行係委員の指示に従うこと。
　選手の待機場所として、観覧席を使う場合もあるが、席を空けて座るようにすること。
・防具・タオル等の使いまわし、飲み物の回し飲みは禁止とする。
・練習時はマスクまたは、メンホーを着用すること。
・競技中及び練習場所での私語は控えること。
